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ウッドワンは、環境、社会、労働に関する多岐にわたる課題の解決に注力し、社会貢献と持続可能な社会の実現を
目指しています。2022年度には、当社グループが優先して取り組むべき項目を経営のマテリアリティとして特定。
事業活動を通じて、これらの重要な課題の解決と企業価値の向上に取り組んでいます。

マテリアリティの特定プロセス

事業におけるESGのマテリアリティ

特定したマテリアリティ

事業活動に関連する社会課題、ニーズをステークホルダーにおける重要度と当社グループの重要度により整理及び評
価し、優先順位付けすることでマテリアリティを特定しています。

森林育成・保全を地球環境の最重要課題とした持続可能な経営

森林を減らすことなく、木材をどう入手していくか。ウッドワンはこの課題に対してニュー
ジーランドでの法正林施業による半永久的な資源確保を実現することで答えを出しました。地
球環境保全と木材調達を両立させた経営により、気候変動の要因となる森林減少などの社会課
題解決に貢献していきます。

安心・安全・快適な住空間の実現

「人が生き、そして暮らす」という住宅の本質。お客様にとって住宅はいつまでも美しく丈夫
で長持ちし、安全で快適なものであることが重要です。ウッドワンは木材を扱うプロとして、
常に木材の「安心・安全・快適」な住宅部材としての本質を追求していきます。

労働生産性向上の実現

建築現場における職人不足などの課題が深刻化すると予測されています。ウッドワンでは
「木の魅力を活かし、新しい木の文化を創造する」を理念として商品を創り続けてきました。木
と対話することで生まれた商品を通じて、さまざまな社会課題の解決を目指すとともに、社会
の発展に貢献していきます。

挑み、成長できる組織づくり

ウッドワンは全ての従業員とその家族が心身ともに健康であり、多様な価値観が尊重され、
その能力を十分に発揮できる企業を目指しています。

持続的な価値向上には従業員の成長とスキルアップが重要と考え、社是「挑む」の通り、やり
がいを持って挑み、成長し続けられるよう取り組みます。

公正かつ健全な事業活動の継続

ウッドワンでは、高い企業倫理の育成と健全な企業風土の醸成を図るため、各種規程やルー
ルを整備し、当社監査役等と連携してこれらを運用・推進しています。さらに、財務報告の正
確性と信頼性を確保するための仕組み強化の一環として、内部監査室等の体制面の充実を図っ
ています。

課題の認識
・ 事業活動に関連する社会課題や、事業環境及びサステナビリティレポートのガイドライン（GRIスタンダード、環

境報告ガイドライン）を分析して課題を抽出

マテリアリティの特定
・抽出した課題と事業活動を戦略統括本部が評価し優先順位付け
・優先順位の妥当性を経営層が精査しマテリアリティを特定

課題の整理
・ 抽出した課題に関連するステークホルダーと当社グループにおける課題の重要性を整理
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地域貢献
水質汚濁
有害・化学物質
生物多様性

ダイバーシティ＆インクルージョン
ワークライフバランス
文化・芸術活動支援

新型コロナウイルス感染拡大
人権の尊重

ドライバーの減少
社員エンゲージメントの向上

高齢化社会
研修・教育
情報セキュリティ

再生可能エネルギー
資源保護
ガバナンスの強化
廃棄物

DXの推進
労働安全衛生
お客様商品相談窓口の充実

為替変動
材料の確保
ユーザーコミュニケーション強化
消費者安全

気候変動の深刻化
品質向上
人口減少
リスクマネジメント
ガバナンスの強化
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環境
Environment

社会
Social

ガバナンス
Governance
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